
（３）平成３０年度下水道事業予算について

下水道事業
収益的収入及び支出

（３条予算）
予定額 1,723,714千円

営業収益

986,615千円

57.2%

営業外収益

737,089千円

42.8%

特別利益

10千円

0.0%

１

１

平成30年度
予算額（千円）

平成29年度
予算額（千円）

増減
（千円）

営 業 収 益 986,615 962,332 24,283

営 業 外 収 益 737,089 803,508 △66,419

特 別 利 益 10 10 0

合 計 1,723,714 1,765,850 △42,136

【資料３】

●収益的収入は営業収益・営業外収益・特別
利益で構成されています。
収入の約42％が営業外収益となっています。



受取利息及び配当金

10千円

0.0%

他会計負担金

401,517千円

54.5%

消費税還付金

10千円

0.0%

長期前受金戻入

335,302千円

45.5%

その他営業外収益

250千円

0.0%

下水道事業 営業収益の構成

下水道使用料

974,000千円

98.7%

雨水処理負担金

12,130千円

1.2%

その他営業収益

485千円

0.1%

水道事業 営業外収益の構成

２

２

●営業収益
営業収益の約99％が下水道使用料となって
おり、次に雨水処理負担金となっています。

●営業外収益
営業外収益のほとんどが他会計負担金、
長期前受金戻入となっています。

※長期前受金戻入・・償却資産の取得または
改良に伴い交付される補助金などについて
は「長期前受金」として負債（繰延収益）に
計上し、減価償却見合分を収益化している
ものです。



下水道事業 特別利益の構成

下水道事業 費用の構成

営業費用

1,441,297千円

82.5%

営業外費用

304,015千円

17.4%

特別損失

1,064千円

0.1%

予算額(千円）

過 年 度 損 益 修 正 益 10 

３

３

●特別損失
特別損失は事業を展開していく上で通常発生
しないもの、例外的に発生した損失を計上す
るものとなっており、過年度損益修正損が約
90％を占めています。

●営業費用
営業費用の約66％が減価償却費となっており、
次に流域下水道維持管理負担金、総係費、
管渠管理費、ポンプ場費となっています。

●営業外費用
営業外費用のほとんどが支払利息及び企業債
取扱諸費となっています。

●特別利益
特別利益は事業を展開していく上で通常発生
しないもの、例外的に発生した利益を計上する
ものとなっており、過年度損益修正益が約99％
を占めています。



下水道事業 費用要素別構成

職員給与費

23,598千円

1.4%

施設管理費

58,124千円

3.3%

特別損失

1,064千円

0.1%

賞与引当金繰入額

1,845千円

0.1%

貸倒引当金繰入額

3,402千円

0.2%

修繕費

9,000千円

0.5%
材料費

6,040千円

0.3%

流域下水道維持管理負担金

311,247千円

17.8%

動力費

19,227千円

1.1%

支払利息

283,888千円

16.3%

減価償却費

953,225千円

54.6%

その他経費

75,716千円

4.3%

４

４

区 分 予算額（千円）

職員給与費 23,598

施設管理費 58,124

貸倒引当金繰入額 3,402

修繕費 9,000

材料費 6,040

動力費 19,227

その他経費 75,716

賞与引当金繰入額 1,845

流域下水道維持管理負担金 311,247

減価償却費 953,225

支払利息 283,888

特別損失 1,064

合 計 1,746,376



下水道事業
資本的収入 （４条予算）
予定額 1,091,760千円

下水道事業 資本的収入の構成

予算額(千円） 予算額(千円）

企 業 債 632,600 他会計負担金 17,600

国 庫 補 助 金 155,800 他会計補助金 24,982

受益者負担金 49,407 他会計出資金 211,371

企業債

632,600千円

57.9%

国庫補助金

155,800千円

14.3%

受益者負担金

49,407千円

4.5%

他会計負担金

17,600千円

1.6%

他会計補助金

24,982千円

2.3%

他会計出資金

211,371千円

19.4%

５

５

●資本的収入は企業債・国庫補助金・
負担金及び分担金・他会計負担金・
他会計補助金・他会計出資金で構成
されています。

●資本的収入の内訳の大部分を企業債
が占めており、次に国庫補助金、各負
担金、一般会計からの他会計出資金
となっています。



下水道事業
資本的支出 （４条予算）
予定額 1,700,610千円

下水道事業 資本的支出の構成

管渠築造費

360,370千円

21.2%

浸水対策事業費

55,595千円

3.3%

流域下水道事業負担金

67,003千円

3.9%企業債償還金

1,217,642千円

71.6%

予算額(千円）

管 渠 築 造 費 360,370

浸 水 対 策 事 業 費 55,595

流 域 下 水 道 事 業 負 担 金 67,003

企 業 債 償 還 金 1,217,642

６

６

●資本的支出の内訳ですが大部分を企業
債償還金が占め、次に管渠築造費、流域
下水道事業負担金、浸水対策事業費と
なっています。

●資本的収入額が資本的支出額に不足す
る額については、消費税資本的収支調整額
及び減価償却費等を原資とする損益勘定留
保資金等で補填することとなります。



下水道事業 資本的支出要素別構成

職員給与費

23,045千円

1.4%

委託（管渠築造）

16,600千円

1.0%
補償費

3,000千円

0.2%

賞与引当金繰入額

1,937千円

0.1%

工事請負（管渠）

314,400千円

18.5%

その他（管渠）

1,388千円

0.1%

委託（浸水対策）

2,500千円

0.1%

工事（浸水対策）

53,000千円

3.1%

その他(浸水対策）

95千円

0.0%

流域下水道事業負担金

67,003千円

3.9%

企業債償還金

1,217,642千円

71.6%

７

７

区 分 予算額（千円）

管渠築造費（職員給与費） 23,045

管渠築造費（事務費） 3,325

管渠築造費（委託料） 16,600

管渠築造費（補償費） 3,000

管渠築造費（工事請負費） 314,400

浸水対策事業費 55,595

流域下水道事業負担金 67,003

企業債償還金 1,217,642

合 計 1,700,610



下水道事業 企業債現在高の推移

（単位：百万円）

平成
（年度）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

年度末
現在高

18,062 18,313 18,408 18,331 17,909 17,598 17,310 16,999 16,687 16,175 15,541 
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